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今
年
、
東
京
地
方

の
桜
の
開
花
宣
言

が
３
月
14
日
に
あ
り
、

境
内
、
手
水
舎
脇
の

老
木
辛こ

ぶ
し夷
は
、
多
く

の
真
っ
白
い
満
開
の

花
を
咲
か
せ
て
お
り

ま
し
た
。
当
宮
桜
ま

つ
り
の
殆
ど
の
桜
も

月
末
に
は
、
週
末
の

雨
で
花
吹
雪
と
な
り
、
今
、
八
重
の
桜
が
美
し
く

見
頃
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
春
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
対
し
三
密
を
避
け
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
の
参
拝
を
受
け
入
れ
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
体
温
の
測
定
、
手
や
室
内
の
消
毒
等

最
善
の
拡
大
防
止
対
策
を
取
り
つ
つ
、
３
月
11
日

よ
り
、
毎
朝
の
朝あ

さ

御み

饌け

祭さ
い

を
始
め
恒
例
祭
や
臨
時

祭
、
特
に
中
祭
以
上
の
祭
典
に
は
神
社
関
係
者
の

み
ご
参
列
頂
き
ま
し
た
。
併
せ
て
新
型
コ
ロ
ナ
禍

熄
滅
退
散
を
祈
り
、
常
に
神
事
に
は
「
慎
み
て
怠

る
こ
と
莫な

く
」
奉
仕
の
誠
を
捧
げ
て
参
り
ま
し
た
。

お
蔭
様
で
大
神
様
の
ご
加
護
の
も
と
皆
々
様
の
ご

高
配
と
ご
協
力
を
得
て
、
年
末
年
始
を
含
め
一
年

間
の
諸
行
事
も
無
事
に
進
捗
致
し
ま
し
た
こ
と
を

有
難
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
令
和

３
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
こ
の
様
な
状
況
を
役
員
会
に
諮
り
、
昭

和
祭
（
中
祭
式
）
及
び
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
拡
大
早

期
熄
滅
退
散
祈
願
わ
か
ば
祭
り
（
春
の
大
祭
・
５

月
３
日
～
５
日
）
の
当
日
祭
（
尚
武
祭
）（
大
祭
式
）

は
神
職
並
び
に
責
任
役
員
ら
関
係
者
の
み
に
人
数

を
制
限
し
て
ご
参
列
頂
き
、
誠
心
誠
意
真
心
こ
め

て
神
明
奉
仕
を
致
し
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

春
の
大
祭
に
再
び
新
型
コ
ロ
ナ
大
禍
熄
滅
退
散
を
祈
る

  

宮
司

　鎌
田
紀
彦

も
咲
き
始
め
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
、
ぼ
た
ん
や
藤

の
鉢
も
花
が
美
し
く

咲
い
て
い
ま
す
。（
今

年
の
わ
か
ば
祭
り
は
青

葉
祭
り
に
な
り
そ
う
で

す
。）いず

れ
に
し
ま
し
て

も
５
月
５
日
の
大
祭

当
日
祭
（
尚
武
祭
）
は
皇
室
を
中
心
と
す
る
我
が

国
の
隆
昌
と
世
界
の
平
和
を
祈
念
致
し
ま
す
。
今

年
の
五
穀
の
豊
穣
を
中
心
に
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
発

展
と
ご
家
業
の
繁
栄
、
氏
子
、
崇
敬
者
等
ご
家
族

の
平
安
を
ご
祈
念
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

古
来
よ
り
、
春
の
お
祭
り
は
、
秋
の
お
祭
り
、

新に
い

嘗な
め

祭さ
い（
し
ん
じ
ょ
う
さ
い
）と
一
対
の
祈と

し
ご
い
の
ま
つ
り

年
祭（
き

ね
ん
さ
い
）
で
も
あ
り
ま
す
。

年
は
稲い

な

霊だ
ま

（
穀こ

く

霊れ
い

）
︱
奥お

き

津つ

御み

年と
し

︱
を
表
し
、

五
穀
の
豊
穣
を
神
々
に
祈
り
（
祈
年
祭
）、
秋
に

は
そ
の
収
穫
の
品
々
を
神
々
に
お
も
て
な
し
を
し

て
感
謝
を
す
る
お
祭
り
が
新し

ん
じ
ょ
う
さ
い

嘗
祭
で
、
そ
の
時
の

初は
つ

も
の
（
お
供
え
物
）
を
、
神
々
よ
り
の
賜た

ま
わ

り
物

（
食た

べ
物
の
語
源
）
と
し
て
頂
い
て
き
ま
し
た
。

神
々
と
同
じ
も
の
を
頂
く
こ
と
に
依
っ
て
、
神
々

よ
り
更
な
る
生
命
力
（
恩

み
た
ま
の
ふ
ゆ
頼
）
を
頂
い
て
き
た
の

で
す
。

併
せ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍 

拡
大 

早
期
熄
滅
退
散

祈
願
は
も
と
よ
り
大
宮
八
幡
祭
り
（
秋
の
大
祭
）

や
新
嘗
祭
が
盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
願

を
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

は
あ
り
ま
す
が
密

を
避
け
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
、
ご

家
族
様
お
揃
い
で

青
葉
繁
る
大
宮
の

杜
に
ご
参
詣
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

（
令
和
３
年
４
月
11
日
記
）

満開の辛
こ ぶ し

夷（田打ち桜）

多摩清水社前の椿

外拝殿南欄干脇のナンジャモンジャ
（ひとつばたご）

何
卒
、こ
の
度
の
諸
事
情
を
ご
理
解
下
さ
い
ま
し

て
、
一
日
も
早
い
終
熄
退
散
と
皆
々
様
の
ご
多
幸

と
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
付
属
の
大
宮
幼
稚
園
で
も
新
年
度
（
令
和

３
年
度
）
の
４
月
８
日
（
木
）、
年
長
年
中
組
の
始

業
奉
告
祭
が
大
前
（
増
設
の
張
り
出
し
外
拝
殿
）

で
斎
行
さ
れ
、
次
い
で
４
月
10
日
（
土
）
第
72
回

入
園
奉
告
祭
が
開
催
さ
れ
、
引
き
続
き
略
式
の
第

72
回
入
園
式
を
挙
行
致
し
ま
し
た
。
終
了
後
の
外

拝
殿
前
の
お
立
ち
台
（
２
台
）
に
は
入
園
児
を
囲

み
ご
家
族
で
の
記
念
撮
影
に
長
蛇
の
列
が
続
い
て

お
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
大
宮
幼
稚
園
な
ら
で
は

の
神
社
保
育
が
始
ま
り
ま
す
。

４
月
11
日
は
、
昨
年
目
出
度
く
御
鎮
座
１
０
０
年

祭
を
斎
行
さ
れ
た
明
治
神
宮
の
ご
祭
神
昭
憲
皇
太
后

様（
明
治
天
皇
の
皇
后
）の
ご
命
日
で
、明
治
神
宮
で

は
昭
憲
皇
太
后
１
０
７
年
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
世
界
最
古
の
国

際
人
道
基
金
『
昭
憲
皇
太
后
基
金
』（The 

Em
press Shoken Fund

）
の
こ
と
。

明
治
45
年
（
１
９
１
２
）、
日
本
赤
十
字
社
の
創
設

者
で
福
祉
事
業
に
ご
造
詣
の
深
い
皇
后
様
が
、
平
時

に
於
け
る
救
護
事
業
の
た
め
に
と
「
国
際
赤
十
字
」

に
10
万
円
（
現
在
の
３
億
５
千
万
円
相
当
）
を
寄
付

さ
れ
て
「
昭
憲
皇
太
后
基
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
て
大
正
10
年
（
１
９
２
１
）
４
月
11
日
の
ご

命
日
に
、
各
国
の
赤
十
字
へ
第
１
回
の
利
子
配
分
が

な
さ
れ
、以
後
戦
時
下
に
あ
っ
て
も
開
発
途
上
の
国
々

の
、
保
健
衛
生
事
業
や
海
外
救
護
事
業
等
に
活
用
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

毎
年
ご
命
日
４
月
11
日
頃
に
配
分
先
が
発
表
さ
れ
、

今
年
度
、
記
念
す
べ
き
「
１
０
０
回
目
の
配
分
」
と

な
り
ま
し
た
。

同
基
金
は
国
際
赤
十
字
の
中
に
設
け
ら
れ
た
合
同

管
理
委
員
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
日
本
の
皇
室
や

明
治
神
宮
崇
敬
会
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
お
り
、
原
資
を
切
り
崩
す
こ
と
な
く
、
そ

こ
か
ら
得
ら
れ
る
利
子
で
世
界
の
赤
十
字
社
の
活
動

に
配
分
さ
れ
ま
す
。

因
み
に
、
今
回
で
１
０
０
回
目
の
世
界
最
古
の
国

際
人
道
基
金
「
昭
憲
皇
太
后
基
金
」
の
配
分
は
、
赤

十
字
国
際
委
員
会
と
国
際
赤
十
字
と
赤
新
月
社
連
盟

で
構
成
さ
れ
る
昭
憲
皇
太
后
基
金
合
同
管
理
委
員
会

に
よ
っ
て
配
分
先
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
１
０
０
回
目
と
な
る
今
回
は
16
ヶ
国

の
赤
十
字
・
赤
新
月
社
に
対
し
て
総
額
５
，５
９
１
万

円
（
４
７
５
，９
９
７
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）
が
配
分
さ
れ

ま
し
た
。

又
、同
基
金
の
配
分
額
は
、１
９
２
１
年（
大
正
10

年
）
の
第
１
回
か
ら
今
回
（
第
１
０
０
回
）
ま
で
で
、

累
計
17
億
円
以
上
（
１
５
，１
０
０
，６
４
１
ス
イ
ス

フ
ラ
ン
）、
配
分
先
は
１
７
１
の
国
と
地
域
に
の
ぼ
り

ま
す
。 

（
日
本
赤
十
字
社
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

天
皇
陛
下
に
は
、
６
日
午
前
皇
居
内
生
物
研
究

所
脇
に
あ
る
苗
代
に
う
る
ち
米
の
「
ニ
ホ
ン
マ
サ

リ
」
と
も
ち
米
の
「
マ
ン
ゲ
ツ
モ
チ
」
の｢

種
も
み
﹂

の
お
手
播
き
を
さ
れ
ま
し
た
。
皇
居
で
の
稲
作
は

昭
和
天
皇
か
ら
続
く
恒
例
行
事
で
、
陛
下
が
種
も

み
を
播
か
れ
る
の
は
２
回
目
。
種
も
み
が
播
か
れ

た
ご
様
子
や
、
育
っ
た
稲
は
陛
下
御
自み

ず
か

ら
５
月
に

田
植
え
を
さ
れ
、
秋
に
稲
刈
り
を
さ
れ
る
見
通
し

な
ど
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

（
10
日
の
産
経
新
聞 

皇
室
ウ
ィ
ー
ク
リ
よ
り
）

10
月
17
日
、伊
勢
神
宮
の
神か

ん

嘗な
め

祭さ
い

に
「
懸か

け

税ち
か
ら

」（
根

付
き
稲
穂
）
と
し
て
奉
納
さ
れ
、
11
月
23
日
、
宮

中
の
新
嘗
祭
に
酒･

ご
飯
・
餅
等
に
加
工
し
て
お

供
え
に
な
る
の
で
す
。

今
年
の
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
た
様
に
、
自
然
界
の

息
吹
も
一
足
飛
び
の
様
で
楠
は
日
々
多
く
の
葉
を
落

と
し
、
若
葉
が
麗
し
く
芽
吹
い
て
お
り
ま
す
。
躑つ

つ
じ躅
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第
21
回 

茶
道
裏
千
家 

献
茶
式 

５
月
８
日

わかば祭り（春の大祭）
　
昨
年
春
先
よ
り
全
国
に
蔓
延
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
今
や
第
4
波
が
到
来
し
、

有
効
な
ワ
ク
チ
ン
が
普
及
さ
れ
る
ま
で
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
ご
神
苑

に
は
木
々
の
緑
が
鮮
や
か
な
彩
り
を
添
え
、
わ
か
ば
祭
り
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
当
宮
で
は
、
ま
ず
、

4
月
29
日
に
昭
和
天
皇
の
ご
聖
徳
を
お
讃
え
申
し
上
げ
昭
和
祭
を
斎
行
。
次
い
で
、5
月
1
日
は
、躑つ

つ
じ躅

育
木
祭
並
び
に
皐
月
朔
旦
祭
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
5
月
3
日
よ
り
5
日
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍 

拡
大 

早

期
熄
滅
退
散
祈
願
　
わ
か
ば
祭
り
（
春
の
大
祭
） 

を
厳
粛
に
斎
行
致
し
ま
す
。
春
の
大
祭
期
間
の
3
日

は
、
第
一
日
ノ
儀
。
特
に
昨
年
に
続
き
祭
典
中
、
武
田
流
傳
黑
坂
派 

黑
坂
信
昭
師
範
に
よ
る
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
熄
滅
退
散
の
願
い
を
込
め
た
「
四
方
祓
神
前
清
め
の
太
刀
」
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
4
日
、
第
二

日
ノ
儀
。
午
後
に
は
植
樹
祭
（
献
木
式
）
が
行
わ
れ
、
献
木
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
観
葉
植

物
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
5
日
午
前
10
時
よ
り
当
日
祭
（
尚
武
祭
）
が
斎
行
さ
れ
、
皇
室
国
家
の

安
泰
・
五
穀
豊
穣
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍 

拡
大 

早
期
熄
滅
退
散
が
祈
念
さ
れ
ま
す
。
大
祭
の
神
賑
行
事
と
し

て
は
、
４
月
29
日
の
弓
道
奉
納
射
会
（
門
人
の
み
）
を
始
め
、
3
日
は
、
神
楽
殿
に
て
第
一
日
ノ
儀
に

「
四
方
祓
神
前
清
め
の
太
刀
」
を
奉
納
さ
れ
る
黑
坂
師
と
と
も
に
、
北
辰
一
刀
流
玄
武
館
一
門
に
よ
る
古

武
道
の
武
技
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
表
参
道
で
は
3
日
よ
り
5
日
ま
で
春
の
風
物
詩
大
宮
八
幡
植

木
市
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

～
献
木
の
お
願
い
と
観
葉
植
物
の
授
与
～

　
5
月
4
日（
み
ど
り
の
日
）は
午
後
2
時
よ
り
大
宮
八

幡
宮
植
樹
祭（
献
木
式
）が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
当
宮
み
ど

り
の
会
主
催
で
第
71
回
全
国
植
樹
祭
（
5
月
30
日
、島
根

県
大
田
市
に
て
開
催
）に
因
ん
で
斎
行
さ
れ
、各
ご
家
庭

に
も
緑
を
拡
げ
よ
う
と
献
木
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
い
た

方
々
に
は
、観
葉
植
物
が
授
与
さ
れ
ま
す
。献
木
の
ご
協

賛
は
社
頭
に
て
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　
献
木
初
穂
料
一
口
　
二
、〇
〇
〇
円 

※ 

年
間
を
通
じ
て
承
っ
て
お
り
ま
す
。但
し
、観
葉
植
物
の
授

与
は
献
木
式
に
ご
協
賛
の
方
の
み
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
表
参
道
で
は
大
祭
期
間
中
の
3
日
よ
り
5
日
ま
で
、
春

の
風
物
詩 

大
宮
八
幡
植
木
市
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
色
鮮

や
か
な
花
々
や
新
緑
の
苗
木
、
園
芸
用
品
な
ど
が
並
べ
ら

れ
ま
す
。 大

宮
八
幡  

植
木
市

新
型
コ
ロ
ナ
禍 

拡
大 

早
期
熄
滅
退
散
祈
願

わ
か
ば
祭
り（
春
の
大
祭
）

祭
典
と
奉
納
神
賑
行
事

祭
　
典

昭
和
祭  

４
月
29
日

躑つ
つ
じ躅
育
木
祭
並
び
に
皐
月
朔さ
く
た
ん旦
祭 

５
月
１
日

わ
か
ば
祭
り 

第
一
日
ノ
儀 

５
月
３
日

　
第
42
回 

稚
児
行
列
巡
行 

中
止

わ
か
ば
祭
り 

第
二
日
ノ
儀 

５
月
４
日

　
大
宮
八
幡
宮
植
樹
祭（
献
木
式
）

　
　
　
　
　︵
主
催
み
ど
り
の
会
︶ 

５
月
４
日

わ
か
ば
祭
り 

当
日
祭（
尚
武
祭
） 

５
月
５
日

　
奉
茶（
裏
千
家
）（
淡
）東
京
第
７
西
支
部 

５
月
５
日

わ
か
ば
祭
り 

終
了
奉
告
祭（
直
会
乃
儀
） 

５
月
５
日

神
賑
行
事

春
の
弓
道
奉
納
射
会（
門
人
の
み
） 

４
月
29
日

古
武
道
武
技
奉
納  

５
月
３
日

佼
成
学
園
吹
奏
楽
部
奉
納
演
奏 

中
止

第
20
回 

若
葉
in
お
お
み
や 

中
止

第
20
回 

挙
式
者
の
集
い 

中
止

杉
並
太
鼓
奉
納
演
奏 

中
止

野
点
茶
会

（
裏
千
家
淡
交
会
東
京
第
７
西
支
部
） 

中
止

方
南
エ
イ
サ
ー
踊
り
奉
納 

中
止

雅
太
鼓
奉
納
演
奏 

中
止

奉
納
献
燈
提
灯 

４
月
29
日
～
５
月
23
日

園
児
画
展 

４
月
29
日
～
５
月
9
日

み
ど
り
の
会
即
売 

５
月
３
日
～
５
日

ス
カ
ウ
ト
バ
ザ
ー 

中
止

大
宮
八
幡 

植
木
市 

５
月
３
日
～
５
日

盆
栽
展
示
会
・
即
売
会 

中
止

露
　
店 

中
止
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令和 3 年５月１日 第 120 号

春
の
大
祭
後
の
主
な
行
事
（
予
定
）

御
嶽
榛
名
神
社
例
祭 

５
月
16
日

第
42
回 

大
宮
さ
つ
き
展 

５
月
22
日
～
６
月
１
日

神
功
皇
后
祭 

６
月
３
日

大
祓
詞
書
写
会 

 

６
月
19
日
～
27
日

夏
越
の
大
祓･

茅
の
輪
く
ぐ
り 

 

６
月
30
日

第
23
回 

乞
巧
奠

大
宮
八
幡 

乞
巧
潜
り 

７
月
１
日
～
15
日

七
夕
の
神
遊
び（
技
芸
上
達
祈
願
祭
） 

７
月
７
日

雅
楽
の
夕
べ（
雅
楽
と
神
楽
舞
） 

７
月
３
日
・
10
日

第
21
回 

納
涼
大
宮
天
神
こ
ど
も
祭
り
書
画
行
燈
掲
出

第
21
回 

杜
の
ひ
び
き
in
お
お
み
や
（
和
太
鼓
演
奏
）

 

７
月
24
日
・
25
日

多
摩
清
水
社
例
祭（
水
神
祭
） 

 

８
月
１
日

第
38
回 

戦
没
者
慰
霊
祭 

 

８
月
15
日

第
21
回 

十
五
夜
の
神
遊
び
・
月
の
音
舞
台

 

９
月
20
日

別
当
墓
地
秋
季
慰
霊
祭 

 

９
月
23
日

︸

　
新
春
社
頭
往
来

１
月
１
日

立
正
佼
成
会
会
長 

庭
野
日
鑛
氏

立
正
佼
成
会
理
事
長 

國
富
敬
二
氏

立
正
佼
成
会
杉
並
教
会
長 

千
葉
和
男
氏

衆
議
院
議
員 

石
原
伸
晃
氏

令
夫
人
　
里
紗
様

一
条
家
当
主 

一
條
實
昭
氏

１
月
2
日

弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
教
場
　

 

三
十
一
世
宗
家  

小
笠
原
清
忠
氏

１
月
6
日

杉
並
税
務
署
署
長 

佐
々
木
紀
幸
氏

１
月
10
日

日
枝
神
社
宮
司 

宮
西
修
治
氏

１
月
13
日

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
専
務
取
締
役

 

池
田
都
史
彦
氏

１
月
27
日

紙（
神
）彫
刻
士（
前
世
み
ち
び
き
画
家
）

 

中
村
鳳
伯
氏

有
限
会
社
ア
ス
ク
レ 

鈴
木
紀
子
氏

 

毎
月
・
お
朔つ
い
た
ち日

参ま
い

り
を
致
し
ま
し
ょ
う

毎
月
１
日
　
朔
旦
祭

毎
月
15
日
　
月
次
祭 

毎
月
25
日
　
大
宮
天
神
月
次
祭

ご
自
由
に
ご
参
列
下
さ
い

献
燈
提
灯
奉
納
の
ご
案
内

　
わ
か
ば
祭
り
の
期
間
中
、
皆
様
方
の
お
名
前

（
ご
社
名
）を
入
れ
た
献
燈
提
灯
を
掲
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ご
社
頭
を
賑
々
し
く
お
飾
り
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
に
よ
り
ご
献
燈
を
賜

り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

掲
出
期
間
　
４
月
29
日
か
ら
５
月
23
日
ま
で

初
穂
料
　
　
一
燈 

一
〇
、〇
〇
〇
円

※
詳
し
く
は
社
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※複数燈でも承ります

　
4
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
午
前
10
時
よ
り
、

昭
和
祭
が
中
祭
式
に
て
厳
粛
に
斎
行
さ
れ

ま
す
。

　
昭
和
天
皇
様
は
、御
父
君
大
正
帝
の
摂せ

っ
し
ょ
う政

宮の
み
や

を
務
め
ら
れ
、若
く
し
て
ご
即
位
さ
れ
、戦

前（
16
年
間
）、
戦
中（
4
年
間
）、戦
後（
43

年
間
）、
所い

わ

謂ゆ
る

激
動
の
昭
和
期
の
ご
在
位
で

あ
り
ま
し
た
。
昭
和
20
年
8
月
15
日
、
終
戦

の
詔み

こ
と
の
り勅
（
玉
音
放
送
）
を
拝
聴
致
し
ま
し
た
。

8
年
6
カ
月
の
米
軍
占
領
下
、
国
民
の
弛
ま

ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
戦
火
の
焼
け
野
原
か
ら

立
ち
上
が
り
、
近
代
都
市
に
見
事
に
復
興
し
、

世
界
第
２
の
経
済
大
国
に
ま
で
発
展
を
遂
げ

ま
し
た
。
そ
の
間
の
日
本
の
国
柄
も
維
持
さ

れ
、
戦
後
40
余
年
間
に
及
ぶ
象
徴
天
皇
と
し

て
、
香
淳
皇
后

様
と
と
も
に
、

常
に
国
民
に
寄

り
添
い
「
国
安

か
れ
、
民
安
か

れ
」
と
、
世
界

の
平
和
を
祈
ら

れ
、
国
民
か
ら

も
常
に
慕
わ
れ

て
い
る
天
皇
様

で
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
祭
斎
行

　
5
月
8
日
、

第
21
回
裏
千

家
献
茶
式
が

茶
道
裏
千
家

今
日
庵
鵬
雲

斎
千
玄
室
大

宗
匠
（
先
代

15
代
家
元
）

の
ご
奉
仕
で
行
わ
れ
ま
す
。
宮
司
の
祝
詞
奏

上
に
続
き
、
ご
神
前
に
て
大
宗
匠
の
お
手
前

に
よ
り
濃
茶
と
薄
茶
が
厳
か
に
献
じ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
大
宮
幼
稚
園
で
は
幼
稚
園
茶
席
も

開
か
れ
、
園
児
た
ち
の
日
頃
の
お
手
前
の
お

稽
古
の
成
果
が
、
緊
張
し
つ
つ
も
可
愛
ら
し

く
披
露
さ
れ
ま
す
。（
尚
、添
釜
茶
会
は
中
止
）

第
21
回
裏
千
家
献
茶
式

毎
月
お
朔つ

い
た
ち日

参ま
い

り
に
は 

　
　
　
　
　
　
　

　
　
月
代
り
御み

ぬ

さ

ま

も

り

幣
守
護
を
 !!

　
当
宮
で
は
古
く
よ
り
朔つ
い
た
ち日

（
一
日
）、十
五
日

に
月
参
り
を
さ
れ
る
参
拝
者
の
方
々
が
多
く
、

こ
う
し
た
方
々
に
年
間
を
通
じ
て
八
幡
大
神

様
の
ご
神
威
を
お
受
け
頂
こ
う
と
、
毎
月
の

朔さ
く
た
ん
さ
い

旦
祭
に
併
せ
て
お
朔
日
参
り
の
ご
祈
願
と

し
て
「
月つ
き

参ま
い

り
御み

幣ぬ
さ

振ふ

り
神
事
」
を
奉
仕
し
て

「
月
代
り
御
幣
守
護
」
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

　
月
毎
に
お
申
し
込
み
の
場
合
は
初
穂
料

三
、〇
〇
〇
円
、
年
間
一
括
で
お
申
し
込
み
の

場
合
は
初
穂
料
三
〇
、〇
〇
〇
円
に
て
斎
行

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
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杜
の
話
題 

新
春
の
表
情

元
旦
の
午
前
零

時
、
宮
司
の
打
つ
一

番
太
鼓
が
境
内
に

響
き
渡
る
と
神
門
が

開
か
れ
、
警
備
員
の

誘
導
に
よ
っ
て
、
参

拝
者
が
相
互
に
距

離
を
と
り
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
と
ご
神
前

に
進
み
ま
し
た
。横

一
列
に
並
べ
ら
れ
た
賽
銭
箱
の
前
で
各
々

が
拝
礼
、
向
か
っ
て
右
方
に
流
れ
る
よ
う

に
授
与
所
の
前
に
進
み
、
皆
様
の
ご
協
力

で
極
力「
密
」を
避
け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

本
殿
で
は
、
ま
ず
宮
司
奉
仕
に
よ
る
新
春

厄
除
開
運
初
大
祈
願
祭（
一
番
祈
祷
）が
斎

行
さ
れ
、
そ
の
後
、
新
春
初
祈
願
祭
が
２

月
２
日
の
節
分
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。払

暁
午
前
２
時
30
分
に
は
多
摩
清
水
社
に
て

宮
司
に
よ
り
若
水
が
汲
ま
れ
、
ご
神
前
に

お
供
え
さ
れ
ま
し
た
。
明
け
て
午
前
７
時
、

宮
司
以
下
祭
員
奉

仕
に
よ
り
歳
旦
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、
立
正
佼

成
会
庭
野
日
鑛
会

長
を
始
め
大
勢
の

方
々
が
参
拝
さ
れ

ま
し
た
。

２
日
は
、

小
笠
原
流
宗

家
に
よ
る
恒

例
の
新
春
除

魔
神
事「
蟇ひ

き

目め

の
儀
」
と

「
大
的
式
」が

奉
納
さ
れ
ま

し
た
。３
日
に
は
皇
位
の
大
元
の
始
め
を
寿

こ
と
ほ

ぐ
元
始
祭
が
午
前
10
時
よ
り
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。尚
、
年
末
に
ご
案
内
致
し
ま
し
た
幸

先
詣
・
分
散
参
拝
に
よ
り
、
例
年
の
混
雑
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

表
参
道
石
大
灯
篭
に

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
照
明

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
闘
う

医
療
関
係
者
に
向
け
て
、
感
謝
と
応
援
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
正
月
期
間
中
は
二
の

鳥
居
前
に
あ
る
石
灯
籠
を
、
青
い
照
明
と

青
い
ボ
ー
ド
に
よ
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。新
型
コ
ロ

ナ
禍
感
染
拡
大

防
止
対
策
に
向

け
て
、少
し
で
も

多
く
の
人
々
の

気
持
ち
が
つ
な

が
る
よ
う
願
い

を
込
め
ま
し
た
。

古
札
焼
納
祭

（
と
ん
ど
焼
き
）斎
行

１
月
15
日
、
小
正
月
恒
例
の
行
事
で
あ
る

と
ん
ど
焼
き（
古
神
矢・
古
神
札
等
焼
納
祭
）

が
、斎
行
さ
れ
ま
し
た
。ご
社
殿
に
て
月
次
祭

並
古
神
矢
・
古
神
札
等
焼
納
奉
告
祭
の
後
、

境
内
の
斎
場
で
古
神
矢
・
古
神
札
等
焼
納
祭

を
斎
行
。祝
詞
奏
上
後
、火ひ

鑽き
り

神
事
に
よ
り

浄
火
が
熾お

こ

さ
れ

ま
し
た
。神
職
・

参
列
員
ら
が
大

祓
詞
を
奏
上
す

る
中
、古
神
矢
・

古
神
札
が
焚
き

上
げ
ら
れ
、
感

謝
と
除
災
を
祈

り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
午
後
4

時
ま
で
杉
並
消

防
団
第
2
分
団

に
ご
奉
仕
い
た

だ
き
事
故
無
く

終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

初
天
神
大
祭

大
宮
天
満
宮
の
初
天
神
大
祭
が
１
月
25

日
、
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。年
初
の
天
神
祭
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
丁
度
受
験
の
シ
ー
ズ
ン

で
も
あ
り
、
受
験
生
を
も
つ
親
御
さ
ん
た
ち

の
祈
願
の
申
し
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。荒
井
昭

一
、
瀬
沼
年
男
両
総
代
、

り
ん
ど
う
会
鎌
田
民
枝

会
長
は
じ
め
神
前
祈
願

者
7
名
と
一
般
31
名
の

参
列
が
あ
り
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練

当
宮
で
は
毎
年
１
月
26
日
、杉
並
消
防
署

の
指
導
の
も
と
、消
防
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
日
は
、昭
和
24
年
に
奈
良
・
法
隆
寺

の
金
堂
よ
り
出
火
し
た
火
災
で
、国
宝
で
あ

る
十
二
面
壁
画
が
焼
失
し
た
こ
と
に
よ
り
、

貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
に
文
化
財
防

火
デ
ー
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。午
前
10
時
半
、

社
殿
よ
り
出
火
と
の
想
定
で
訓
練
を
開
始
。

通
報
連
絡
、
避
難
誘
導
、
自
衛
消
防
隊
の
初

期
消
火
に
続
い
て
杉
並
消
防
署
、当
宮
自
衛

消
防
隊
に
よ
り
、
ご
社
殿
の
屋
根
髙
く
一
斉

放
水
を
行
い
ま
し
た
。地
元
大
宮
二
丁
目
町

会
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
笹
の
輪
潜
り
神
事
通
年
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
熄

滅
退
散
の
願
い
を
込

め
て
、
昨
年
５
月
１

日
よ
り
神
門
前
の
笹

の
輪
潜
り
神
事
は
通

年
に
渡
り
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
コ
ロ
ナ

の
熄
滅
退
散
を
願
っ

て
潜
る
参
拝
者
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
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　当宮では疫病熄滅退散の「笹の輪潜り神事」や
終熄祈願祭の斎行など新型コロナ禍熄滅退散の
諸祭儀を行っております。このほど所轄の警視
庁高井戸警察署では新型コロナウイルスと特殊
詐欺の撲滅を願い、当宮のご朱印に因んだ啓発
チラシ「禍散らし」を作製、管内各所で配布され
ました。「禍散らし」は中央に当宮のご朱印が押
され、「疫病退散」「詐欺退散」の二つの願いが記
された御朱印符形式。下には可愛い疫病封じの
妖怪「アマビエ」と「電話にはすぐ出ない！留守番
電話を聞いてから」の高井戸警察署からの呼びか
けも。2 月 15 日には高井戸警察署員等関係者
が参列して疫病 ･ 詐欺退散祈願祭を斎行。チラ
シは当宮社頭のほか、高井戸警察署管内の駅や
金融機関などで約１万枚が配布されました。当
宮ではこれを機に「新コロナ禍退散祈願  禍

ま が

散
ち

良
ら

志
し

御守」を謹製してご社頭で授与しています。

節
分
祭  

一
年
の
邪
気
を
祓
う

節
分
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
あ
る
立

春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
日
の
こ
と
で
、

特
に
本
年
は
春
の
節
分
が
１
２
４
年
ぶ
り

に
２
月
２
日
と
な
り
ま
し
た
。当
宮
で
は
、

午
前
10
時
よ
り
節
分
祭
を
斎
行
。祝
詞
奏
上

の
あ
と
桃
の
弓
・
葦
の
矢
で
「
天
・
地
・
人
」

の
魔
を
射
る
卯う

杖づ
え

神
事
を
奉
仕
、次
い
で
外

拝
殿
大
前
に
て
宮
司
奉
仕
に
よ
り
鳴め

い

弦げ
ん

の

儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。鬼
に
扮
し
た
当
宮

幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
間
隔
を
保
ち
な
が

ら
、
社
殿
大
前
に
て
豆
撒
き
神
事
を
行
い

ま
し
た
。ま
ず
、
園
児
た
ち
を
対
象
に
１
度

行
わ
れ
、
次
い
で
一
般
参
拝
者
を
対
象
に
２

回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
宮
稲
荷
神
社
初
午
大
祭

大
宮
稲
荷
神

社
の
初
午
大
祭
は

２
月
３
日
に
、
お

よ
そ
２
０
０
基
も

の
朱
幟
り
が
は
た

め
く
中
、宮
司
以

下
祭
員
に
よ
り
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、当
稲
荷
神

社
に
は
姉
妹
友
好
神
社
の
竹
駒
神
社
（
宮

城
県
岩
沼
市
鎮
座
）
も
祀
ら
れ
、
同
社
の

初
午
大
祭
は
旧
暦
で
（
本
年
は
３
月
27
日
）

斎
行
さ
れ
、
陸み

ち

奥の
く

に
春
を
告
げ
る
お
祭
り

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

紀
元
祭
並
橿か

し

原は
ら

神
宮
遥
拝

２
月
11
日
は
、
神

武
天
皇
様
が
初
代
天

皇
と
し
て
橿
原
の
宮

に
即
位
さ
れ
、
わ
が

国
が
建
国
さ
れ
た
記

念
の
日
で
す
。ま
ず

午
前
10
時
よ
り
社
殿

に
て
紀
元
祭
が
斎
行

さ
れ
、
次
い
で
清
涼
殿
２
階
の
特
設
斎
場

に
て
橿
原
神
宮
を
遥
拝
。「
紀
元
節
」
の
歌

を
声
高
ら
か
に
斉
唱
し
、
聖
寿
萬
歳
三
唱
。

皇
紀
２
６
８
１
年
の
そ
の
上か

み

を
偲
び
、
国
の

隆
昌
と
世
界
の
平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。

天
長
祭

２
月
23
日
、
中

祭
式
に
て
宮
司
以

下
祭
員
奉
仕
に
よ

り
天
長
祭
が
厳

粛
に
斎
行
さ
れ
、

終
了
後
、
神
門
前

に
て
皇
居
を
遙
拝

し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願

３
月
11
日
、当
日
の
朝あ

さ

御み

饌け

祭さ
い

で
は
、復
興

祈
願
の
祝
詞
を
奏
上
し
、大お

お

祓は
ら
え

詞こ
と
ば３
巻
を
奉

唱
し
ま
し
た
。ま
た
、地
震
発
生
時
刻
の
午
後

２
時
46
分
に
は
、
ご
参
拝
の
皆
様
に
も
呼
び

掛
け
て
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
社
殿
前
に

て
１
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。ま
た
本

年
は
、
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
、３
月
15
日

に
は
、東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭
を
月
次

祭
と
併
せ
て
斎
行
し
、一
日
も
早
い
被
災
地

の
復
興
を
祈
り
ま
し
た
。原
発
事
故
の
問
題

を
含
め
て
、
復
興
は
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
。

「
私
ど
も
は
３
・
11
を
忘
れ
ま
せ
ん
」

「禍
ま が

散
ち

らし」（チラシ）の配付

　

外
拝
殿
の
拡
張
と

　賽
銭
箱
の
連
結
設
置

　「
密
」を
避
け
て
、少
し
で

も
多
く
の
方
々
に
ご
参
列

頂
け
る
様
に
特
に
外
拝
殿

を
拡
張
致
し
ま
し
た
。結
婚

式
な
ど
正
面
よ
り
直
接
参

進
で
き
る
よ
う
に
可
動
式

に
な
っ
て
お
り
、
照
明
や
風

除
け
も
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

賽
銭
箱
は
同
じ
物
を
５
つ

接
合
す
る
よ
う
に
な
ら
べ

て
設
置
し
ま
し
た
。
車
い

す
で
の
ご
参
拝
の
方
々
に

は
段
差
な
く
賽
銭
箱
の
前

に
行
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

ご
好
評
を
頂
い
て
い
ま
す
。
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り
ん
ど
う
会
だ
よ
り

と
ん
ど
焼
き
神
事
（
1
月
15
日
）。
コ
ロ
ナ
禍
の
熄
滅
退
散
、
無
病
息
災
を
願
っ
て
、
ご

神
火
を
い
た
だ
い
て
作
ら
れ
た
恒
例
の
厄
除
け
ぜ
ん
ざ
い
を
、
多
く
の
参
詣
の
方
々
に
お

召
し
上
が
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
4
月
24
日
に
は
、
春
の
大
祭
に
向
け
て
、
御
垣
内
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

戌い
ぬ

の
日
早
見
表

（
令
和
３
年
５
月
～
９
月
）

５
月
2
日（
日
）
14
日（
金
）
26
日（
水
）

６
月
7
日（
月
）
19
日（
土
）

７
月
1
日（
木
）
13
日（
火
）
25
日（
日
）

８
月
6
日（
金
）
18
日（
水
）
30
日（
月
）

９
月
11
日（
土
）
23
日（
木・祝
）

戌
の
日
詣
り
は

　
　
子
育
八
幡
さ
ま
の
当
宮
で

　
　 

安
産
祈
願
祭
を
！

※
戌
の
日
以
外
で
も
随
時
お
受
け
し
て
お
り
ま
す

ご
祈
願
の
方
に
は
大
宮
八
幡
息お

き
な
が
お
び

長
帶
（
安
産
腹
帯
）
と

共
に
、
へ
そ
の
緒
で
結
ば
れ
た
お
母
様
と
お
子
様
が
健

康
に
ご
出
産
の
時
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
願
い
が

込
め
ら
れ
た
「
母は

は
こ
お
ま
も
り

子
緒
守
」
と
「
安
産
祈
願
絵
馬
」
を

特
別
に
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

母
子
緒
守

大
宮
八
幡
息
長
帯

大
宮
八
幡
息
長
帯

大
宮
八
幡
息
長
帯

 

は
大
安
の
日
で
す

な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

ス
フ
ィ
ー
ダ
世
田
谷
Ｆ
Ｃ
必
勝
祈
願

３
月
13
日
、現
在
な
で
し
こ
リ
ー
グ
２
部

で
１
部
昇
格
を
目
指
し
て
活
躍
中
の
ス

フ
ィ
ー
ダ
世
田
谷
Ｆ
Ｃ（
代
表
稲
田
能
彦

氏
）
30
名
が

必
勝
祈
願
で

来
宮
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、

３
月
24
日
に

は
同
チ
ー
ム

の
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
で

あ
る
サ
ミ
ッ

ト
㈱
が
必
勝

祈
願
と
応
援

グ
ッ
ズ
の
清

祓
に
来
宮
さ

れ
ま
し
た
。

別
当
墓
地
春
季
慰
霊
祭

当
宮
（
別
当

寺
）
大
宮
寺
の

歴
代
別
当
職
、

歴
代
の
中
野
神

主
及
び
歴
代
宮

司
神
職
の
御み

霊た
ま

を
お
祀
り
す
る

別
当
墓
地
春
季

慰
霊
祭
が
、
彼

岸
中
日
の
３
月
20
日
に
斎
行
さ
れ
、
宮
司

が
拝
礼
し
ま
し
た
。

大
宮
八
幡
桜
ま
つ
り
開
催

今
年
は
桜
の
開
花
が
早
く
な
り
、
３
月

20
日
か
ら
桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。神
楽
殿
前
の
ベ
ン
チ
に
は
緋ひ

毛も
う

氈せ
ん

が

掛
け
ら
れ
、
朱
傘
が
花
見
の
風
情
を
醸
し

出
し
て
い
ま
し
た
。当
宮
境
内
よ
り
和
田

堀
公
園
（
旧
境
内
）
内
の
善
福
寺
川
沿
い

に
は
数
千
本
の
桜
が
あ
り
、
時
季
に
な
る

と
一
斉
に
開
花
し
て
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
開
花
中
の
土
・
日
は
午
後
８
時

ま
で
開
門
。和
田
堀
公
園
へ
の
通
り
抜
け

も
自
由
に
な
り
、
参
道
、
境
内
に
は
か
が

り
火
が
焚
か
れ
ま
し
た
。

勧
学
祭
ラ
ン
ド
セ
ル
お
祓
い
式

3
月
27
日
・
28
日
、
小
学
校
入
学
を
祝

い
お
子
様
の
成
長
を
祈
念
す
る
勧
学
祭
・

ラ
ン
ド
セ
ル
お
祓
い
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た

新
一
年
生
た
ち
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
参

拝
し
ま
し
た
。

大宮八幡宮敬神婦人会（りんど
う会）では、随時会員を募集し
ています。お気軽に事務局（社
務所）へお申し出下さい。

　
﹃
和
合
W
A
G
O
﹄
取
材

　「
和
」
と
神
社
の
幸
せ
情
報
誌
﹃
和
合

W
A
G
O
﹄
の
編
集
長
竹
森
良
一
氏
が
、
神

棚
マ
イ
ス
タ
ー
窪
寺
伸
浩
氏
と
来
宮
さ

れ
、
宮
司
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
取
材
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
後
日
安

倍
昭
恵
氏
（
前
内
閣

総
理
大
臣
夫
人
）が
来

宮
、
参
拝
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
内
容
は﹃
和

合
W
A
G
O
﹄６
月
号

に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
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大
宮
八
幡
の
杜

　
　
春
か
ら
夏
へ

　
6
月
30
日
、午
後
4
時
よ
り
夏
越
し
の
大
祓

が
斎
行
さ
れ
ま
す
。大
祓
は
6
月
と
12
月
の
晦

日
に
行
わ
れ
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し

た
罪
や
穢
れ
を
祓
い
清
め
る
神
事
で
、当
宮
で

は
神
門
前
の
特
設
斎
場
に
て
斎
行
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し
て
三
密

を
避
け
る
た
め
に
、一
般
の
方
々
に
は
分
散
型

で
6
月
27
日
か
ら
事
前
受

付
を
始
め
ま
す
。（
30
日
午

後
３
時
ま
で
）形
代
を
唐
櫃

に
納
め
た
後
に
神
職
の
お

祓
い
を
受
け
、茅
の
輪
・
笹

の
輪
を
潜
っ
て
頂
く
な
ど
、

夏
越
の
大
祓
同
様
の
お
祓

い
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

水
無
月
　
夏な

越ご
し

の
大お

お
は
ら
え祓

よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。な
お
、30
日
当
日
は
、

神
職
と
神
社
役
員
の
み
に
て
斎
行
い
た
し
ま
す
。

「
水
無
月
の
夏
越
し
の
祓
す
る
人
は
千
歳
の
命

延
ぶ
と
い
う
な
り
」

　
7
月
1
日
か
ら
15
日
ま
で
、
第
23
回
平
安

の
七
夕
乞
巧
奠
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
清
涼
殿

平
安
の
雅
び
第
23
回
乞き

っ

巧こ
う

奠で
ん

と

　
平
成
の
七
夕
大
宮
八
幡
乞き

っ

巧こ
う

潜く
ぐ

り

ロ
ビ
ー
に
て
乞
巧
奠
飾
り
を
再
現
展
示
（
入

場
無
料
）し
ま
す
。技
芸
上
達
を
願
う
乞
巧
奠

は
、
古
く
平
安
の
世
よ
り
宮
中
を
中
心
に
広

く
行
わ
れ
た
行
事
で
す
。
ま
た
、
神
門
前
に

は
梶
の
葉
や
五
色
の
布
を
付
け
た
平
成
の
七

夕
大
宮
八
幡
乞
巧
奠
潜
り
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
大
宮
八
幡
の
夏
の
風
物
詩
第
21
回
納
涼
大

宮
天
神
こ
ど
も
ま
つ
り
が
7
月
24
・
25
日
の

両
日
に
わ
た
り
斎
行
さ
れ
ま
す
。
24
日
は
午

後
5
時
30
分
よ
り
宵
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
、
大

宮
幼
稚
園
を
は
じ
め
近
隣
の
小
中
学
校
、
一

般
の
有
志
の
方
々
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
書
画
行

燈
の
献
灯
式
が
行
わ
れ

ま
す
。
25
日
は
午
後
５

時
30
分
、
第
21
回
納
涼

大
宮
天
神
こ
ど
も
ま
つ

り
が
斎
行
さ
れ
、
午
後

6
時
30
分
に
は
杜
の
ひ

び
き
in
お
お
み
や
（
時

間
を
は
ず
し
た
日
の
祭

第
21
回
納
涼
大
宮
天
神
こ
ど
も
ま
つ
り 

杜
の
ひ
び
き
in 

お
お
み
や

事
）
が
開
演
し
ま
す
。

演
奏
は
は
和
太
鼓
の
響

道
宴
氏
に
よ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
熄
滅
退
散
を
祈
念
し

た
奉
納
で
、
剣
舞
と
迫

力
の
あ
る
和
太
鼓
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
鎮

守
の
杜
に
響
き
渡
り
ま
す
。

　
8
月
1
日
は
葉
月

朔
旦
祭
に
引
き
続
き
、

御
神
水
の
湧
き
出
る

多
摩
清
水
社
の
例
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

水
の
大
切
な
盛
夏
の

こ
の
時
期
に
、
水
神
様
の
ご
神
徳
を
称
え
水

の
恵
み
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
お
祭
り
で

す
。
神
門
を
出
た
入
り
口
に
は
、
阿
波
野

青
畝
の
「
広
き
野
に
霊
の
清
水
の
あ
る
と
こ

ろ
」
と
詠
ま
れ
た
句
碑
が
あ
り
ま
す
。

多
摩
清
水
社
例
祭

　
6
月
中
旬
よ
り
7
月
下
旬
ま
で
、（
社
）
国

旗
協
会
主
催
の
国
旗
の
あ
る
自
由
画
コ
ン

ク
ー
ル
入
選
作
品
展
が
、
神
門
内
北
側
翼
廊

ブ
ル
ー
ボ
ー
ド
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
4
歳
児

か
ら
小
学
6
年
生
ま
で
の

児
童
の
子
ど
も
ら
し
く
の

び
の
び
と
画
題
に
見
合
っ

た
金
賞
･
銀
賞
の
入
選
作

品
で
す
。
大
宮
幼
稚
園
の

園
児
の
作
品
も
銀
賞
に
入

選
し
展
示
さ
れ
ま
す
。

国
旗
の
あ
る
自
由
画

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
展

　
一
昨
年
の
令
和
元
年
は
、

ご
祭
神
神
功
皇
后
様
が
神

上
が
り
ま
し
て
よ
り
一
七
五

〇
年
の
式
年
に
当
た
り
、
神

功
皇
后
千
七
百
五
十
年
式

年
大
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。

以
来
、6
月
3
日
に
は
ま
ず

御
陵
の
狭さ

き
の城
盾た

た
な
み
の列
池い

け
の
え
の
み
さ
さ
ぎ

上
陵

（
奈
良
県
）を
遙
拝
し
、神
功
皇
后
祭
を
斎
行

い
た
し
ま
す
。ご
祭
神
で
あ
る
神
功
皇
后
様
は
、

息お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

長
帯
比
売
命
と
申
し
上
げ
、主
祭
神
応
神

天
皇
の
母
君
で
あ
り
、
こ
の
事
か
ら
聖し

ょ
う
も母
大お

お

神か
み

と
も
称
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
授
け・安
産・

子
育
て
の
神
と
し
て
厚
い
崇
敬
を
受
け
ら
れ
、

特
に
戌
の
日
に
は
多
く
の
参
詣
が
あ
り
ま
す
。

神じ
ん

功ぐ
う

皇
后
祭

　
書
画
行
燈
の
募
集

　
納
涼
大
宮
天
神
こ
ど
も
ま
つ
り
に
あ
た
り

「
書
・
画
」の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。奉
納
さ

れ
た
書
や
画
は
、行
灯
に
貼
り
灯
り
を
点
し

て
７
月
24
日
の
夕
刻
よ
り
大
宮
天
神
祭
の
献

灯
と
し
て
ご
社
殿
前
に

掲
出
さ
れ
ま
す
。
書
ま

た
は
水
彩
画
を
指
定
の

用
紙
に
、必
ず
横
長
に
使

用
し
て
ご
奉
納（
応
募
）

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
※
用
紙
は
社
務
所
に
あ

り
ま
す﹇
無
料
﹈）

﹁
乞
巧
守
﹂を
奉
製

　「
大
宮
八
幡
乞
巧
守
り
」
を
、

7
月
1
日
（
文
月
朔
旦
祭
）
よ

り
25
日
の
大
宮
天
神
こ
ど
も
ま
つ

り
ま
で
の
期
間
限
定
で
授
与
し
ま

す
。
笹
竹
に
紅
白
の
七
夕
人
形
が

付
け
ら
れ
、

学
業
や
技
芸

の
上
達
を
祈

願
し
ま
す
。

大
宮
八
幡
乞
巧
結
び
五

色
布（
諸
祈
願
記
入
用
）

大
宮
八
幡
乞
巧
五
色
お

守
り

大
宮
八
幡
乞
巧
結
び
五

　
夏
越
し
の
大
祓
に
併
せ
て
、

り
ん
ど
う
会
と
共
催
で
大
祓

詞
書
写
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。6
月
19
日
よ
り
27
日
ま
で

の
期
間
中
は
、
午
前
9
時
～

午
後
3
時
ま
で
茶
室
神
泉
亭

に
て
随
時
受
付
し
て
お
り
、祓は

ら
え

詞こ
と
ば

や
大
祓
詞
を
書
写
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。浄

書
さ
れ
た
祓
詞
や
大
祓
詞
は
大
祓
に
引
き
続

い
て
行
わ
れ
る
奉
納
奉
告
祈
願
祭
に
て
神
前

に
納
め
ら
れ
、大
神
様
の
ご
神
徳
を
戴
き
ま
す
。

大お
お
は
ら
え
の
こ
と
ば

祓
詞
浄
書︵
水
無
月
書
写
会
︶
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8
月
15
日
、
第
38
回
戦

没
者
慰
霊
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
す
。
当
宮
及
び
兼
務
社
の

氏
子
地
域
よ
り
出
征
さ
れ

た
戦
没
者
の
英
霊
た
ち
に
感

謝
と
追
悼
の
誠
を
捧
げ
、
世

界
平
和
を
祈
念
し
ま
す
。

第
38
回
戦
没
者
慰
霊
祭

　
第
21
回
十
五
夜
の
神
遊
び

は
9
月
20
日
に
斎
行
さ
れ
ま

す
。
夕
刻
、
陪
観
の
人
々
の

手
に
よ
り
約
１
３
０
０
基
の

竹
灯
籠
に
火
が
献
じ
ら
れ
、

仲
秋
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
神
楽
殿
に
於
い
て
、

恒
例
の
尺
八
奏
者
き
乃
は
ち

氏
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
禍
熄

滅
退
散
の
祈
り
を
込
め
た
演

奏
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

清
涼
殿
で
は
こ
の
日
に
因
ん

だ
特
選
料
理「
月
見
御
膳
」を
ご
賞
味
い
た

だ
く
月
見
の
宴
も
催
さ
れ
ま
す
。

第
21
回
十
五
夜
の
神
遊
び
・

月
の
音
舞
台

大
宮
八
幡
祭
り（
秋
の
大
祭
）

　
　
　祭
典
日
程
の
お
知
ら
せ

本
年
度
の
大
宮
八
幡
祭
り（
秋
の
大
祭
）は
左
記

の
日
程
に
よ
り
斎
行
さ
れ
ま
す
。

＊ 

例
祭
は
９
月
15
日
（水）
に
斎
行
す
る

＊
神
輿
神
霊
入
れ
祭
・
若
宮
八
幡
神
社
並

　白
幡
宮
例
祭
は
９
月
17
日
（金）
に
斎
行
す
る

＊
宵
宮
祭
は
９
月
18
日
（土）
に
斎
行
す
る

＊ 

氏
子
奉
幣
祭
・
第
35
回
神
輿
合
同
宮
入
り
は

９
月
19
日
（日）
に
斎
行
す
る

＊ 

神
輿
神
霊
返
し
祭
は
９
月
20
日
（祝）
に
斎
行
す
る

※入賞作品の著作権は応募者本人に帰属しますが、使用権は主催者に帰属するものとし、展示や当宮の出版物・広報・インターネット等に無償で使用させて頂きます。
（※各媒体掲載時には、氏名のみを掲載させて頂きます。）

第８回フォトコンテスト作品募集中　～締め切りせまる～

『当たれ！』大野 貴義氏

第1回

『祭りだワッショイ！』大野 貴義氏

第2回

『明日へ』小竹秀雄氏

第7回

『後押し』杉園 幸司氏

第3回

『十五夜の神遊びで神様もお喜び！』
奥村 泰子氏

第4回

協力写真店
ホッタカメラ本店 （浜田山）
フォトグラフ三光堂  （大宮八幡宮入口）
カメラハウス本店 （久我山）

プロ・アマ・年齢不問
小・中・高校の学生さんも歓迎！
応募作品についての詳細は、社頭や
ホームページ上にてご確認下さい。

締め切り日

令和３年７月31日

過去６回の最優秀賞（宮司賞）入賞の作品

『後光さす八幡宮』
早川 幸子氏

第5回

募集サイズ：
2L・４ッ切サイズ
大宮八幡宮に関係した
作品であれば、風景・人
物・行事等テーマは自由
です。（１人５点まで）
但し、各神事での撮影禁止事項をお守り下さい。

審査風景

　大宮八幡宮の自然や祭典行事風景を、プロ・アマ問わず写真愛好
家の方々の目で写し撮って、その作品を八幡大神様にご奉納いただ
き、今秋の大宮八幡祭り（秋の大祭）より展示します。ご参拝の皆
様に楽しんでいただきたく、第８回フォトコンテストを開催致します
ので、皆様奮ってご応募いただきますようご案内申し上げます。

『竹取りの物語り』
久保田彬洋氏

第6回
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島
香
橙
子

細
田
朔
央

西
澤
空
汰

髙
木
詞
葉

辻
野
く
る
み

佐
野
楓
夏

松
元
仁
奈

田
中
健
太

長
崎
杏

和
出
一
克

白
石
泰
一

渡
邉
亜
胡

大
津
綾
翔

木
下
縁

永
田
悠
真

有
園
大
悟

有
園
夕
悟

新
井
咲
良

鶴
岡
蒼
大

神
林
拓
未

石
川
紘
基

西
川
凛
花

桒
原
颯
來

一
瀬
琥
白

鈴
木
蘭

稲
毛
羚
真

長
谷
部
史
斗

緒
方
葵
咲

針
ケ
谷
悠
斗

水
野
穣

福
田
怜
叶

大
門
和
花
子

野
中
い
と
葉

巽
一
晴

山
田
隼
大

髙
橋
十
兵
衛

金
田
虎
伍
朗

藤
井
咲
実

西
山
史
恩

近
藤
立
來

近
藤
未
采

志
賀
結
衣

沓
掛
天
政

福
地
成
瑠

山
﨑
響
斗

西
村
友
希

溝
口
ゆ
ず

佐
藤
新

相
馬
葉
月

香
月
史
温

坪
倉
大
記

押
野
楓

馬
目
桜
丞

髙
橋
由
衣

中
村
颯
良

正
村
衣
純

前
田
椋

芝
田
佳
帆

中
村
智
咲

佐
藤
愛
莉

山
下
桂
太
郎

西
崎
真
依

榑
沼
凌

庄
司
充
希

加
藤
康
介

大
貫
紗
那

吉
田
怜
咲

小
川
灯
里

多
田
楓
椛

浅
見
奈
那

田
辺
樹

鯨
井
芙
綺

松
野
晃
和

田
中
莉
央

淡
島
麦

松
本
碧
斗

廣
瀨
杏

松
島
百
々
羽

渡
邉
歌
穂

金
田
大
河

髙
橋
栞

江
藤
麦

難
波
夏
梨

竹
本
理
恋

冨
樫
鈴

早
野
成
一
郎

岩
田
悠
豊

吉
田
笑
生

栗
山
丈

遠
藤
雄
斗

加
藤
颯
矢

渡
邊
律
樹

熊
本
菫

桑
原
佑
果

鈴
木
里
穂

禰
冝
田
結
乃

石
原
綾
姫

黒
田
百
花

成
田
茉
央

西
尾
怜
栞

内
川
絢
永

岡
野
芙
美

上
野
想
一
郎

コ
ネ
ホ
ン
真
采
采

菅
野
彩
央

宮
本
昊

石
田
真
理

寒
竹
美
緒

齋
藤
悠
多

境
田
椎
南

中
嶋
ら
ら

市
川
仁
花

日
下
脩
太

手
塚
咲
茉

執
行
ア
カ
ネ

野
呂
八
重

税
所
葉

梶
原
乃
蒼

梶
原
由
蒼

大
原
凛
紬

矢
本
麻
結

喜
多
紘
也

村
上
茉
優

北
村
航
大

マ
ー
シ
ー
和
貴

ジ
ェ
イ
ク

長
野
愛
芽
理

馬
場
優
慎

池
永
し
お
ん

山
崎
知
恭

田
村
紡
希

岩
瀬
あ
ゆ
は

古
山
明
稔

山
下
楓
生

吉
田
夕
乃

島
田
凛
果

中
島
咲
佳

大
北
望
海

大
橋
楓

浅
見
知
央

伊
藤
禅

佐
野
桜
子

海
辺
悠
斗

佐
藤
然

中
島
瑛
斗

大
塚
絃
慎

津
﨑
珠
衣

増
子
和
希

木
幡
葉

宇
田
川
采
莉

田
村
鷹
祐

千
北
愛
緒
翔

磯
川
奈
心

佐
久
間
柊

池
田
菜
々
美

山
口
凛
乃

能
村
朝
陽

堀
内
真
拓

鈴
木
丞

ヴ
ァ
ル
リ
ヒ
ト
源
士

笹
井
葉
乃

木
澤
七
菜
実

秋
元
里
津

海
老
名
叶

河
合
航
希

清
水
広
海

新
妻
い
ろ
は

手
塚
優

宮
田
依
由
莉

柴
野
晴
哉

木
内
咲
花

宍
戸
夏
乃

渡
邉
天
登

村
上
瑠
風

原
田
汐
里

藤
井
逞
光

長
谷
川
蒼

日
浅
依
茉

安
田
瀬
央

山
田
乃
々
葉

葛
西
駿
介

増
田
琉
葵

久
保
田
晄
生

小
林
結
人

木
村
律
希

比
嘉
美
来

清
水
い
く
み

飯
岡
色
葉

羽
田
莉
央

地
田
七
巴

松
川
千
紗

黒
田
瑛
慎

廣
田
楓

堀
内
雄
介

永
沢
考

岸
本
希

近
藤
新
奈

鑓
田
旭

伊
澤
桃
禾

中
野
慶

南
あ
ず
さ

中
川
侑

國
澤
春
希

及
川
明
子

ペ
イ
ト
ン
類

吉
村
亮
哉

今
村
果
歩

巽
弓
月

松
村
紗
奈

村
田
櫂
理

姉
川
紬
実

石
田
穂
夏

島
凰
一
郎

薬
袋
愛
茉

新
名
快
斗

森
美
奈

西
田
陽
真

上
石
幸
宜

磯
部
心
晴

市
川
希
空

伊
藤
遼
哉

佐
藤
亜
稀

小
野
天

杉
本
悠
莉

新
田
旭

小
黒
桃
乃

髙
橋
悠
良

小
菅
結

前
川
結
音

田
中
詠
悠

藤
間
晴
紀

栗
田
栞
和

中
嶋
千
瑛

西
郷
匠
海

大
友
啓
生

安
江
鳳
士
郎

牧
雅
人

阿
部
碧

小
宮
寧
心

原
田
和
佳

吉
田
衣
織

江
藤
翔
太

遠
藤
有
桜

ブ
レ
ス
キ
ー
あ
か
り

山
腰
藍
生

荻
野
愛
理

清
水
攻
太
郎

増
井
心
美

大
島
詩
葉

角
田
永
明

上
園
栞
那

眞
﨑
葵
生

伊
藤
花
音

井
開
拓

遠
藤
ち
ひ
ろ

中
川
晴
渡

原
島
一
葵

垣
尾
優
輝

縣
環
輔

オ
リ
ヴ
ァ
凌
明
夢

井
筒
晴
仁

清
宮
光
翔

西
田
糸
生

谷
岡
仁
菜

足
立
楓

秋
山
香
風

小
西
凛
奈

加
藤
奈
那
香

木
本
伊
澄

川
瀬
祥
平

馬
渕
栞
凪

野
村
一
心

秋
山
莉
那

折
尾
実
柚

田
中
泰
然

小
幡
結
衣
子

前
田
佳
穂

時
山
燈

三
浦
梨
央

そ
れ
ぞ
れ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
！

園
庭
の
砂
場
の
側
に
あ
る
桜
も
一
輪
二
輪
と
咲
き

始
め
た
暖
か
な
３
月
６
日
、
年
中
・
年
少
組
の
修
了

式
を
無
事
に
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

私
が
受
け
持
っ
て
い
た
年
少
組
は
４
月
10
日
の
入

園
式
が
６
月
５
日
に
な
り
、
そ
の
後
、
分
散
登
園
な

ど
い
つ
も
と
違
う
ス
タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
保
育
は
、
戸
惑
い
や
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し

た
が
、
変
わ
ら
な
い
の
は
子
ど
も
た
ち
の
元
気
、
パ

ワ
ー
と
笑
顔
。
そ
の
姿
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
も
笑

顔
で
日
々
過
ご
す
事
が
出
来
た
の
だ
な
と
改
め
て

感
じ
ま
す
。

３
月
に
入
る
と
「
年
中
さ
ん
に
な
っ
た
ら
運
動
会

で
エ
ア
ド
リ
ー
ム
を
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
技
で
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
か
っ
こ
よ
く
跳

び
、
な
わ
と
び
賞
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
年
長
組

の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
憧
れ
、「
な
わ
と
び
貸
し
て

下
さ
い
」と
や
る
気
満
々
の
年
少
さ
ん
。＂
今
年
は
○

お
子
様
の
お
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
致
し
ま
す

初
宮
詣
芳
名(

敬
称
略)

（
令
和
２
年

１１
月
２1
日
～
令
和
３
年
３
月
20
日
）

○
は
出
来
な
か
っ

た
＂と
出
来
な
か
っ

た
事
を
頭
に
思
い

浮
か
べ
て
し
ま
い

ま
す
が
、子
ど
も
た

ち
は
そ
の
中
で
も

大
き
く
な
っ
た
ら

（
年
長
組
に
な
っ
た

ら
）自
分
も
や
り
た

い
と
大
宮
幼
稚
園

の
楽
し
い
事
を

脈
々
と
受
け
継
い

で
い
っ
て
く
れ
る

の
だ
な
と
嬉
し
く

感
動
し
た
の
も
、こ

の
一
年
を
過
ご
し

た
か
ら
こ
そ
な
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

し
っ
か
り
、子
ど
も

た
ち
の
成
長
す
る

力
を
実
感
出
来
ま

し
た
。

大
宮
幼
稚
園
を

引
っ
張
っ
て
い
っ

て
く
れ
た
、憧
れ
の
年
長
さ
ん
も
卒
園
式
を
迎
え
ま

し
た
。
第
71
回
の
卒
園
式
。
昨
年
に
続
き
園
庭
で
卒

園
証
書
の
授
与
な
ど
短
縮
さ
れ
た
＂
い
つ
も
と
違

う
＂
卒
園
式
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
穏
や
か
な
天
気

に
恵
ま
れ
、
皆
、
立
派
に
た
く
ま
し
く
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。
お
家
の
方
々
の
ご
協
力
と
神
様
に
見

守
っ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
今
年
度
も
、
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
明
る
く
過
ご
せ
た
事
に
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

四
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
!! 

し
っ

か
り
一
歩
踏
み
出
せ
た
事
で
し
ょ
う
・
・
・
み
ん
な

に
は
、＂
大
宮
パ
ワ
ー
が
つ
い
て
い
る
よ
。＂
い
つ
も
、

い
つ
ま
で
も
、
応
援
し
て
い
ま
す
!!   

  

教
諭
　
水
村 

幸
百
合
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結
婚
式
挙
式
者
芳
名
（
敬
称
略
）

（
令
和
3
年
1
月
1
日
～
3
月
31
日
）　

令和 3年５月１日 大　　　　　宮

－ 11－

第 120 号

岡
山
楓

髙
津
美
月

福
永
悠
太

田
口
陽
菜

小
出
颯

児
玉
実
莉

山
内
士
暢

長
谷
美
琴

薄
葉
史
香

三
澤
泰
千

山
中
楓
斗

藤
本
伊
麗

根
本
英
茉

袴
田
怜
花

野
村
琉
華

降
幡
七
ノ
葉

船
田
涼
珠

後
藤
湊
成

森
部
陽
翔

江
口
奏
汰

小
林
零

頼
富
旺
祐

西
川
励

生
井
惺
梛

堀
叶
実

真
下
駿

木
谷
柊
真

先
川
琳
華

米
須
舜
人

佐
藤
柚
子

渡
邊
翔
奏

大
石
悠
衣

ゴ
ー
シ
ュ
オ
ル
ジ
ュ
ン

原
柚
乃

木
全
凌
太

古
屋
敷
光
莉

増
田
奏
天

荒
井
奏
汰

砂
川
眞
菜

三
ツ
森
一
左
良

青
木
六
花

玉
井
健
嗣

石
塚
一
馨

家
城
灯
李

野
村
凪

村
田
朔
太
郎

小
川
晴
禾

髙
田
和
瑚

後
藤
萌
衣

山
本
悠
生

山
本
理
央

中
尾
瑚
子

富
村
海
音

木
村
日
向

安
部
汐
莉

星
野
圭
梧

寺
島
右
悟

中
原
晨

田
中
詩
乃

杖
池
倫
花

藤
木
一
央
南

内
藤
美
優

梶
田
玲
衣

浅
古
琉
偉

河
崎
稜
己

前
田
遥
翔

横
田
羽
和

喜
田
令

濵
田
文
佳

新
関
藍
衣

近
藤
稜
真

岡
寛
次
朗

植
木
十
逢

黒
田
結
梨

品
原
依
知

前
田
雄
絃

本
多
初
依

中
村
涼
香

高
原
路

新
谷
百
花

馬
鳥
蒼
涼

箕
輪
幸
弥

塩
谷
麟

村
上
隼
生

松
井
柚
月

結
束
渉

鈴
木
柚
葉

鍵
谷
柊
羽

杉
野
紗
奈

髙
橋
蓮

飯
田
え
ま

杉
浦
一
樺

伊
藤
美
月

河
野
紗
奈

川
上
結

峰
凪

竹
林
晃
哉

森
田
ひ
か
り

若
林
蓮

髙
山
結
愛

市
岡
羽
泉

山
口
湧
梧

松
井
円
椛

中
村
詠
登

藤
田
あ
い
な

中
川
周

荒
柚
花

原
田
亜
莉
佐

塚
元
菜
々
子

関
根
岳

馬
籠
佑
征

富
沢
洸
月

阿
久
根
理
央

國
友
鈴
穂

大
多
和
二
菜

瀧
川
珠
世

髙
瀬
未
翔

宝
福
翠

増
田
衣
真

山
岸
幸
侑

渡
口
い
と
乃

志
村
心
絢

力
丸
尚
輝

村
上
千
紘

野
嶋
滉
士

松
井
健
悟

清
水
暁
音

酒
井
優
綺

佐
藤
貴
一

小
久
保
瑛
麻

浅
賀
茜
璃

丹
生
柊
真

市
川
清
名

福
井
隆
仁

藤
井
乙
寧

福
島
希
穂

平
塚
あ
や
め

中
島
明
日
香

林
遼
河

清
水
七
星

髙
田
涼
寧

長
政
那
奈

根
子
林
ノ
助

田
中
仁
己
奈

小
松
由
拓

柴
琴
音

藤
本
光

髙
山
遼
治

藤
﨑
朔
弥

柴
原
菫

柴
原
梢

早
乙
女
叶

石
塚
琴
音

大
竹
美
月

齋
藤
綿

西
山
椋
翔

吉
山
い
ち
栞

赤
松
千
景

梅
田
明
希

濱
田
唯

渡
辺
大
史

鈴
木
雪
乃

萩
元
虹
陽

佐
藤
末
莉

川
﨑
暖

前
山
琴
袮

佐
々
木
惇

小
松
美
依
愛

中
村
怜
那

井
村
成

河
西
臥
空

富
池
風
友

柴
田
諧

國
吉
和
佳

石
山
陽
凛

石
橋
惟
吹

前
島
灯
里

渡
邉
一
椛

北
島
宇
佐
司

田
島
杏
輔

飯
伏
泰
千

神
谷
美
蘭

内
海
碧
人

中
川
陽
太

岩
崎
圭
吾

村
井
昭
仁

田
中
創

亀
田
暖
樹

宮
川
惺
登

井
上
う
た

和
田
葵
生

武
村
ま
ゆ

髙
井
柊
真

内
田
明
一
郎

及
川
千
晴

林
柚
珠

北
原
侑

仙
波
初
菜

村
木
美
緒

村
野
太
祐

太
田
垣
杏

小
向
悠
冬

木
村
美
月

齋
藤
愛
音

伊
東
知
希

竹
松
柚
葵

増
田
紗
良

飯
島
拓
実

塚
田
莉
翔

金
子
む
ぎ

菊
嶋
ね
ね

長
谷
川
耀

水
野
結
人

小
林
禾
依
斗

笹
渡
瀬
那

飯
島
清
士
郎

八
田
依
玲
那

竹
内
創

下
山
弘
惺

広
川
禅

春
日
柊
那

常
深
咲

萬
代
芽
依

菅
沼
明
里

遠
藤
壮
眞

菅
原
成
剛

真
霜
巳
乃

勝
部
朝
陽

深
山
麻

岩
田
和
士

三
浦
千
宝

関
澄
美
玲

濱
野
陽
葵

金
子
明
寛

髙
牟
礼
風
花

隈
本
千
遥

小
出
蓮
士

藤
村
彬
永

中
村
櫂

田
島
小
暖

西
内
結
人

松
本
蒼
大

筒
井
悠
瀬

菅
碧

佐
藤
光
梨

前
田
美
心
都

岸
千
鶴

廣
瀬
瑚
十

森
田
朝
陽

渡
部
善

松
葉
泰
士

齋
木
柊

竹
村
茉
奈

武
田
織
帆

塩
澤
慎
之
助

小
林
衣
吹

鈴
木
悠
斗

中
村
心
春

小
島
怜
奈

鶴
見
茉
莉
花

竹
尾
双
葉

町
田
咲
良

大
見
悠
都

清
水
結
斗

大
谷
津
心
晴

吉
田
有
沙

中
尾
綺
音

熊
田
美
環

小
泉
安
輝

福
島
有
栞

武
田
莉
里
奈

高
澤
結
菜

南
方
條

市
瀬
羽
七

小
宮
芽
奈

小
林
歩
生

黒
木
梨
椿

加
藤
愛
惟

原
唯
斗

伊
藤
冬
真

木
村
侑
三
朗

大
山
由
季
乃

渡
邉
慶
音

矢
嶋
理
玖

小
林
夢

中
川
歌
乃

三
上
璃
子

濵
野
琴
美

村
田
武
琉

門
井
紗
良

菅
真
登

平
瑛
茉

相
園
唯
乃

小
林
楓

渡
邉
藍
礼

堀
口
怜
馬

山
内
渉
平

田
窪
蒼

坂
田
光
洋

高
畠
和
香
奈

鈴
木
菫

内
田
青
葉

松
田
龍
司

吉
田
粋

岩
澤
奈
沙

山
田
楓
華

田
邊
真
理

大
沼
橙
生

織
田
海
翔

首
藤
継
陽

大
椨
律
澄

小
澤
禾
望

箱
島
光

神
﨑
思
乃

宮
武
沙
樹

佐
藤
莉
世

力
石
拍

石
井
琳
菓

髙
山
慶

眞
子
紗
那

炭
谷
武
蔵

伊
藤
結
翔

佐
藤
俊
太
朗

神
長
さ
く
ら

金
宇
埜

水
上
陽
菜

藤
出
紘
人

中
込
菜
乃

品
野
明
誠

小
野
原
花
彩

加
藤
穏

坪
口
英
燈

上
代
大
翔

長
島
里
緒

山
田
一
葉

野
村
建
斗

前
島
立
青

木
村
櫂

小
倉
久
幸

飯
田
匠
海

杉
浦
凛

石
川
蒼
依

虻
川
翼

野
村
芽
生

堀
内
誠
嗣

内
倉
衣
都

土
井
玲
奈

小
野
紗
悠

稲
垣
明
莉

佐
伯
一
織

小
野
坂
里
彩

上
山
輝
真

羽
田
野
紗
永

鈴
木
英
祐

倉
片
玲
奈

土
倉
悠

嶋
村
昊
泰

浅
沼
日
向

辻
明
依

森
優
登

白
川
廉

井
野
口
巧
実

大
石
弘
太

海
老
原
ち
よ
り

岩
﨑
陽
大

天
本
凪

赤
堀
夢
愛

牧
野
翔
悟

橋
本
晴
宗

中
島
翼

井
瀬
湊
斗

雫
石
健
太

雫
石
康
太

松
尾
壮
馬

犬
丸
須
治

谷
口
仁
菜

近
藤
陽
和

森
美
久
音

伊
藤
凛

井
野
口
杏

鎌
田
幸
太
郎

髙
橋
慶
志

森
山
光
稀

伊
夫
伎
彩
子

大
石
杏
菜

山
崎
瑞
生

谷
村
侑
晟

中
村
凌
久

沼
田
乙
葉

中
戸
川
惺
柾

中
田
空
沙

萩
原
彩
羽

蓮
尾
泰
親

上
田
芽
泉

日
高
遼

北
嶋
里
亜
武

西
川
柚
璃

吉
田
壮
佑

山
羽
満
貴

中
西
雄
也
・
愛
珠
　
　
　
山
﨑
哲
生
・
陽
子

朝
久
野
雄
司
・
有
美
子
　
綱
島
大
空
・
真
帆

井
川
一
也
・
美
保

祝七五三詣

十
三
参
り
祈
願
の
ご
案
内

　
古
来
よ
り
数
え
で
13
歳
に
な
っ
た
少
年
少
女

が
盛
装
し
て
氏
神
様
に
参
拝
し
、
お
祓
い
を
受

け
る
行
事
で
す
。

　
13
歳
と
い
う
年
齢
は
自
分
の
生
ま
れ
た「
え

と（
十
二
支
）」が
丁
度
一
巡
り
し
て
元
の「
え

と（
十
二
支
）」に
戻
る
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
健
や
か
に
成
長
で
き
た
こ
と
へ
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
知
徳
・
福
徳
・
美

声
等
を
授
か
る
た
め
に
ご
祈
願
致
し
ま
す
。

　
関
西
地
方（
特
に
京
都
）で
は
七
五
三
と
共

に
大
切
な
人
生
儀
礼
と
な
っ
て
い
ま
す
。

七五三衣裳展示会は
随時行っております

事前にご予約のご連絡をお願いします。

※生まれ年と年齢は数え年によるものです。
　満年齢でお受け頂いても差し支えございません。

七五三年齢表
七歳 女児 平成27年生
五歳 男児 平成29年生
三歳 男 ･ 女児 平成31年生
 令和 元 年生（ ）
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大　宮　第 120号
令和３年 春 の 大 祭 号

令和 3年 5月１日発行

大宮八幡宮社務所
〒168-8570
東京都杉並区大宮２ー３ー１

電話（3311）0105　FAX（3318）6100

Mail：info@ohmiya-hachimangu.or. jp

（春の大祭）5月3日～5日5月3日～5日

大
宮
幼
稚
園  

第
71
回
卒
園
式

第一日ノ儀　浦安の舞奉奏［３日］ 第二日ノ儀　大宮八幡宮植樹祭［4日］
（みどりの会主催）

わかば祭り当日祭［5日］
（尚武祭）

感謝と祈りの心を大切に
ご神縁に守られる 心豊かな毎日を

臨時の参列席を増設しています。
適度な間隔を保って、ご家族一緒のご参拝ができます。

※コロナ対策ご協力のお願い
受付所には、窓口に透明シートを設置致しております。
受付後の検温にご協力ください。また昇殿前の手水は行わず、手指の消毒を以てこれに代えさせて頂きます。
多くの方が手を触れる玉串は使用せず、皆様にはご一緒にご拝礼頂きます。
ご祈願祭後の清涼殿での直会は行いませんので、ご神饌としてお渡しするご神酒を、ご自宅で拝戴ください。

外拝殿の拡張
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